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1. はじめに
陸域からの物質輸送は、沿岸海洋環境に大きな影響を及ぼすため、従来から多くの研究が行われてきた
(B凶 etal., 1993；福岡， 2似 など） 。近年、世界の大河川流域における水・物質収支にもとづき、地下水
による海洋への物質輸送の重要性が指摘されてきた（Zektserand Loaiciga, 1993 ; Burnett et al., 2001など） 。
ただし、世界の大河川の一つである黄河は、上 ・中折誠における最近20年間のi跡｜！な水利用にともない、
下流域で断流が生じていることが報告されている（陳ら， 2004）。このことは、河口デルタ地域における
地下水およひ精洋に対して、大きな影響を及ぼしていると想定されるが、その現状は解明されていない。
これらを解明していくために、総合地球環境学研究所の福島を代表とする国際共同研究（Fukushima,2003 ; 
Taniguchi, 2003）が2003年から始まった。
本研究では、黄河デ、ルタ士出或における地下水の物質輸送
について、地球化学的なデータと水理学的な情報を基に、
評価することを目的とした。
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図2 地球化学相生 ；陰イオン組成
2.研究方法
黄河河口域において、ヒ。エゾメータ（SS地長他）及ひ焼存の井戸 (BH9他）から地下水を採水し、ピエ
ゾメータ及びシー〈ージメータ（A地夜、 B地点）から海底地下水を採水した（図1）。採水時期は、 2003
年9月、 2004年5月と 9月、 2005年5月の計4回である。海膨白下水については、後半2回の採水のみで
ある。なお、 5月は乾季で倒丈流量時期
であり、 9月は雨季で高水流量時期であ
る。
また，採水した謝斗水は実験室に持ち
帰り、 HC03-,N03-, er, sol・はイオンクロ
マトグラフィで、 SiOi，及び主要塩基は
ICP発光分析器で、 以:X:,DN濃度はT配
分析器で、Pは分光光度法で定量分析を行
った。
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図3 地下水所劫の概念
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